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平成28年度予算見積調書

B16

課室名:課室名:農業ビジネス支援課

内線:内線:4093

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成23年度～
平成28年度

会計 款 項 目

一般会
計

農業費農林水
産業費

農業振興費

説明事業

グリーンツーリズム活動促進費

戦略項目

担当名:担当名:農地活用担当

なし 12　　　日本一の共助県づくり

050204　魅力ある農山村づくりと多面的機能の活用

予算額

決定額 575575

前年額 2,6392,639 11

575575

2,6382,638

△2,064△2,064

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

諸収入
一般財源

番号

農との共生　田園都市豊かなくらし満喫事業

１　事業の概要

　農業の担い手の減少・高齢化や新住民との混住化の進

行により、農山村を支えてきた集落の共同活動が弱まり

農山村の豊かな田園資源が損なわれつつある。

　一方、本県ではNPO等によるボランティア活動、企業

による社会貢献活動など、県民の共助の意識が高まって

きている。

　こうした団体が農山村地域を活動の場として地域の農

業者と協力し、自主的に農山村の田園資源を維持・活用

を推進する。

（１）県推進事業　575千円

２　事業主体及び負担区分

１　県（県10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×3.0人＝28,500千円

５　事業説明

（１）事業内容
　　　県推進事業　575千円
　　　　本県の魅力ある田園資源を維持活用する活動計画を策定し、計画に基づき実施する農業生産支援活動、農村
　　　景観維持活動、バイオマス資源活用活動等の実践活動への支援及び活動内容のＰＲ

（２）事業計画
　　　県推進事業
　　　　平成２８年度まで実践活動の支援、活動内容のＰＲ等を行う。

（３）事業効果
　　　県民が田園資源を中心とした協働活動に参加することにより、地域コミュニティの輪が形成され、都市と田園が
　　共存したゆとりに満ちた生活が実現される。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　実践活動を実施するにあたり、事業実施主体が活動地域の団体等と連携して活動効果を高めている。

（５）その他
　　　実践活動支援事業の終了。

(単位：千円)

する活動など、農山村地域との実践的な「共助」の取組

分野施策


